
2020 東京五輪「選手村ビレッジプラザ」施設内覧会 

（概要報告） 

 
１．日 時 ： 令和 2 年 1 月 30 日（木） 14：00～15：00 

２．場 所： 選手村ビレッジプラザ（東京都中央区晴海四丁目 107-7） 

３．参加者： 25 名（県内納材関係者、行政等） 

４．結 果： 

１）概要 

  静岡県が、県内林業・木材業者の協力のもと「県産森林認証材」を提供した「2020 東 

京五輪選手村ビレッジプラザ」について、大会組織委員会主催による「施設内覧会」が開催 

されたため、木材供給関係者として、参加した。 

２）施設の特徴 

■施設概要 

木造平屋建て 5 棟から成る分棟形式の建築物。延床面積は、5,500 ㎡。大会期間中の強 

い日射を緩和するため、切妻屋根の上に竹を並べている。構造的特徴として、「レシプロカ 

ル架構、格子梁架構、トラスアーチ架構」の３つで各空間が構成されている。 

所在地 東京都中央区晴海四丁目 107-7 

工 期 令和 2 年 3 月末竣工予定 

構 造 木造・平屋建て 5 棟 

規 模 延床面積：約 5,500 ㎡ 

主要用途 チーム歓迎式典会場、店舗、メディアセンター等 

使用木材 ・JAS 規格の製材・加工品（全て森林認証材） 

・全国 63 の自治体から約 1,300 ㎥（約 4 万本）を無償提供 

設計施工 設計者：(株)日建設計  施工者：熊谷組・住友林業 JV 

備 考 県内では、静岡県のほか、静岡市・浜松市・小山町が、木材を提供 

 ■施設詳細 

 ・「レシプロカル架構」（3 本の斜柱をツイストした柱組み）により、「間仕切り壁のない大 

空間」と「耐震性」を確保した。 

 ・A 棟～E 棟各棟の用途に適した空間を実現するため、3 種類の架構形式を用いた。 

 ・静岡県の納材分（JAS 機械等級区分構造用製材）は、「格子梁、床材、裳階（もこし）」 

に使用された。 

 ３）関連画像 
※民間事業者の広報媒体（SNS 等）への掲載は許可されていないため、イメージパースを掲載。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        「外 観」                 「内 観」 

５．関連記事：  

 ・静 岡 新 聞 ～県産材 選手村を支える    （令和 2 年 1 月 30 日付） 

 ・日刊木材新聞 ～全国 63 自治体から木材リレー（令和 2 年 1 月 30 日付） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


